






























































































実施時期：平成 21 年 1 月 13 日
サンプル数　108 人：星城大学 3 年生
② 社会人に対する創造的モチベーションの調査
方法：設問式アンケート調査
実施時期：平成 21 年 1 月 21 日～ 23 日
サンプル数 500 人：25 歳以上の社会人（主婦、勤務者含む）（ 内訳：下記表）
4　欲求と価値については、欲求を追求することが経験的事実であるのに対し、価値を
追求することは経験を超えたものであり、主観的であるが普遍性を要求するものである。




年代 総計 男性 女性
20 代 55(11) 18(3.6) 37(7.4)
30 代 205(41) 95(19) 110(22)
40 代 160(32) 105(21) 55(11)
50 代 66(13.2) 50(10) 16(3.2)
60 才以上 14(2.8) 9(1.8) 5(1)








































1 内発的 興味・関心 1 1
義務感 2 2 4
目的の価値意識 3 3 4 5
周りへの自発的対応 4 4








１内発的 有能さへの欲求 8 8 9 10
自律への欲求 2 2
達成欲求 7 8
自己実現欲求 9・10 9・10 10 11
２外発的 金銭的（生理的）欲求 6 6 5 6




１内発的 内的感情（楽しさなど） 1 1


































( ２)　 創造的モチベーション開始の共通要因（図表 2、図表 4）
　集中度の高いもの、すなわち（SD ／平均）の値が比較的小さいもの（0.6 以下）
は全体的な創造的モチベーションとする。これらのうち、合計数値の大きいも
の (20% 以上 ) を選べば以下のようになる。


















[ 質問 NO]  〔質問項目〕 〔学生〕〔社会人〕











３「目的が重要で価値あることだったから」(A1) 51.2 42.5 
６「お金の報酬があったから」（B2） 51.2
７「周りの者から自分の能力や存在を認められたかったから」（B2） 48.8








８ ｢ 自分の能力を周りに示したかったから ｣（B1） 21.1









2 の義務感、趣味では 1 の興味、仕事では 3 の価値、クラブや団体活動では 2




















　図表１の区分によれば、A の認知的要素は 4・5、B の欲求的要素は、2・2
（自律性への欲求）、7・8（達成欲求）9・10（有能さへの欲求）であり、また




[ 質問 NO]  〔質問項目〕 〔学生〕〔社会人〕
家事 2・2「他の者の指示がなく自由にできたから」（B1） 31.3 29.0
4・5「重要で価値あることだったから」(A1) 56.3
6・7「家族や会社、クラブや友人が喜んでくれると思ったから」(C2) 43.8 28.2
趣味 1・1「楽しかったから」(C1) 69.6 78.9
2・2「他の者の指示がなく自由にできたから」（B1） 52.2 25.7


















               
　活動場面で学生・社会人に共通して言えることは、家事・趣味では内発的欲
求である 2・2 の自律性への欲求、仕事において 4・5 の重要性や価値意識な
どの認知的要素が見られる。また、家事では 6・7 の情動的要素もみられる。
　また、外発的な要素が家事、仕事、団体活動、友人関係などで見られる。な
お、仕事での外発的要素（金銭的要素）は学生にみられるが、社会人ではほと
んどみられない。なお、団体活動では承認欲求が認められ、自己実現欲求は学
生ではクラブ活動で認められる。
V.　まとめと課題
　調査により創造的モチベーションについて言えることは、興味や価値などの
認知、自己実現欲求など内発的欲求によって行動がスタートし、楽しさや価値
などの認知、自律性や有能性さらには達成感などの内発的欲求が継続のエネル
ギーとなって創造的モチベーションがもたらされることである。さらに、創造
的モチベーションは学生と社会人、また、家事や仕事、趣味、団体活動、友人
関係などの場面によって異なることが明らかになった。
　特に社会人が仕事をするうえで、仕事の重要性や価値、内発的欲求が創造的
モチベーションとして重要である半面、金銭的な欲求や承認欲求などの外発的
なものはほとんど有効とはいえないことは注目すべきである。
　欲求理論は自己実現欲求や承認欲求などの高度な欲求によって、動物と区別
される人間のモチベーションを呈示したが、欲求は動物の延長線上に人間を位
置づけるものである。しかし、創造性は他の動物にみられない人間独自の行動
であり、目的となるものの重要性や価値などの認知、あるいは内発的欲求など、
人間独自の創造性を喚起するモチベーションを組織行動論として検討する必要
があるのではないだろうか。グローバル化した今後の企業経営では、経営者や
管理者のみならず一般従業員による創造的活動が不可欠となるからである。
56 横　　山
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